
地
本
主
催
『
全
分
会
長
会
議
』
が
六

月
二
十
三
日
十
三
時
三
〇
分
か
ら
新
潟
市

新
潟
会
館
で
開
催
、
全
体
で
四
十
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
東
日
本
本
部
の
木
村
青
年
部

長
に
講
演
を
お
願
い
し
①
青
年
部
の
状
況

②
他
労
組
の
青
年
部
の
状
況
③
拡
大
へ
の

取
り
組
み
な
ど
報
告
、
実
態
が
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
長
野
地
本
・堀
内
常
任
委

員
や
上
野
支
部
・
彦
田
常
任
委
員
か
ら
も

職
場
の
実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
約
二

時
間
の
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
全
体

が
意
思
統
一
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
東

新
潟
機
関
区
分
会
の
杉
野
君
か
ら
、
力
強

い
団
結
頑
張
ろ
う
で
終
了
し
ま
し
た
。

エ
リ
ア
本
部
青
年
部
（
六

名
体
制
）で
毎
月
一
回
の
常

任
会
議
を
開
催
。
レ
ク
は
年

一
回
く
ら
い
（
乗
務
員
が
多

い
の
で
困
難
）
開
催
し
て
い

る
。平

成
採
用
者
の
拡
大
に
つ

い
て
〜
組
織
状
況
を
考
え

る
と
危
機
感
は
あ
る
が
、
簡
単
で
は
な
い
。

や
る
時
は
や
る
・行
動
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

る
。青

年
部
の
年
齢
構
成
は
三
〇
〜
三
十
四

才
が
多
い
。
平
成
採
用
者
の
強
化
・
拡
大
が

重
要
課
題
。
国
労
を
ど
う
す
る
の
か
、
青

年
部
運
動
を
ど
う
す
る
の
か
正
念
場
。
現

状
で
は
青
年
部
は
加
入
し
て
き
て
い
る
。

国
労
運
動
は
間
違
っ
て
い
な
い
。
現
場
の

要
求
に
よ
り
団
結
・
多
数
派
に
共
感
し
加

入
し
て
い
る
。
し
か
し
多
く
拡
大
さ
れ
て
い

な
い
。

青
年
労
働
者
は
何
に
不
満
か
〜
貨
物
職

場
で
は
賃
金
が
安
い
と
感
じ
る
＝
８
３
％

５
０
％
は
、
賃
上
げ
を
五
万
円
以
上
要
求
。

独
身
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
が
で
き
な
い
。
生

活
が
厳
し
い
。
仕
事
が
き
つ
い
、
要
員
が
不

足
し
て
い
る
。
運
転
士
は
年
休
が
取
れ
な
い

そ
の
た
め
、
は
じ
め
か
ら
申
し
込
ま
な
い
青

年
労
働
者
が
い
る
。

日
勤
職
場
〜
土
曜
日
に
出
勤
、
休
憩
時

間
に
働
い
て
も
超
勤
に
な
ら
な
い
。
小
集
団

活
動
を
強
制
的
に
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

不
満
が
多
い
。
あ
き
ら
め
感
が
あ
っ
て
若

者
ら
し
さ
が
な
い
。

労
働
組
合
に
つ
い
て
〜
不
満
が
多
い
が
必

要
性
に
つ
い
て
９
０
％
が
必
要
。
国
労
に
つ
い

て
は
、
良
い
が
２
６
％
・
悪
い
が
４
％
・
良
く

わ
か
ら
な
い
が
７
０
％
。
宣
伝
が
さ
れ
て
い

な
い
。
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国
鉄
新
潟組織強化拡大の取り組

みについて、支部代表者

会議等で議論願ってきた。

困難な状況だが、新たな

取り組みも始まっている。

6月21日、ＪＲで新しい

労組が結成された。ＪＲ

総連大会での東日本富田

常務の『是々非々』発言が話題になっているが

浦和事件の判決をにらんだ発言である。

国労東日本大会以降、15名が国労加入。赤羽

駅では、20才の青年加入があった。各機関とも

組織的な取り組みとして、職場の動き、変化を

つかみ大胆に訴えてほしい。

ＪＲ不採用事件について～ 全動労裁判が

7月25日結審、年内にも判決予想される。その

他、鉄建公団、横浜人活、542名を擁した国労

訴訟を闘っているが、弁護団等、お互い連携を

強め対策をとっている。

また、ＩＬＯ対策、政治対策、大衆行動の強

化など全力をあげている。



木
村
青
年
部
長
は
、
八
王
子
機
関
区
で

国
労
に
加
入
し
た
。
あ
る
日
、
現
場
長
か
ら

一
方
的
に
高
崎
機
関
区
へ
強
制
転
勤
の
発

令
が
あ
っ
た
。
五
年
目
に
な
る
。
一
週
間
前

に
事
前
通
知
が
あ
っ
た
。

高
崎
機
関
区
は
、
貨
物
労
が
六
〇
数
名
で

国
労
が
一
〇
名
。
転
勤
直
後
に
デ
マ
宣
伝

が
流
さ
れ
て
い
た
。

八
王
子
機
関
区
の
時
、
貨
物
労
か
ら
の
情

報
し
か
入
ら
な
い
、
デ
マ
宣
伝
を
流
し
国
労

の
印
象
を
悪
く
し
て
い

る
。青

年
労
働
者
は
、
国
労

の
や
っ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
。
し
か
し
昇
格

試
験
に
合
格
し
な
い
、
差
別
が
怖
い
。
労
働

組
合
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
が
本
質
を

理
解
し
て
い
な
い
。

拡
大
へ
具
体
的
な
行
動
を
、
国
労
の
歴
史

あ
る
運
動
を
発
展
さ
せ
て
い
く
。
要
求
に

よ
る
団
結
・多
数
派
を
つ
く
る
。
そ
れ
が
拡

大
の
一
歩
。
国
労
組
合
員
は
、
自
信
と
確
信

を
持
っ
て
い
る
か
。
機
関
会
議
を
定
期
的
に

開
催
し
職
場
の
実
態
を
把
握
す
る
。
み
ん

な
で
ひ
と
り
ひ
と
り
が
つ
く
り
上
げ
る
。

学
習
会
の
開
催
は
、
運
動
を
進
め
て
い
く

た
め
に
必
要
だ
。
学
習
し
知
識
を
身
に
付

け
る
。
職
場
要
求
を
明
確
に
、
一
職
場
一

要
求
を
。

情
報
〜
機
関
紙
な
ど
宣
伝
を
強
化
し
運

動
を
他
労
組
へ
訴
え
て
い
く
。

木
村
青
年
部
長
か
ら
組
織
拡
大
に
つ
い
て

具
体
的
な
状
況
も
含
め
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

青
年
部
の
講
演
を
受
け
て
職
場
の
現
状

や
取
り
組
み
に
つ
い
て
各
分
会
・
支
部
か
ら

報
告
を
受
け
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
地
本
、
関
川
書
記
長
か
ら
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
杉
野
君
か
ら
力
強
い
団
結
が
ん

ば
ろ
う
で
集
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
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１１年前に加入した、職場は篠ノ井機関区。

ほとんど国労組合員の職場だった。国労は８０

名、鉄産労は若干、貨物労は数名。管理者から

国労に対してあまりかかわるなと言われていた。

しかし、助役より国労の教導さんの方が仕事に

ついて良く教えてくれた。差別されるかもしれ

ないが、覚悟して４人国労に加入した。

その後、後輩が加入してくれた。そのことが

あって貨物労の若い運転士が５人一気に主任に

昇格した。

貨物労の青年は国労は正しいが差別が怖いと

言っている。しかし継続して国労にかかわって

いる。

上野支部
国労に加入して２年。強制的に東労

組へ加入。加入について、自宅で説明

された。仕事について具体的に教導か

ら指導されていなかった。現場では、

椅子に座っているだけで良いと言われ

ていた。それが、精神的なストレスと

なり２ヶ月間、休職した。それについ

て国労組合員が相談してくれた。それ

が継続された。

会社側は精神的におかしくなって国

労に加入したと宣伝した。新規採用者

に対しても同様に宣伝している。現在

は、若い労働者と話し合える雰囲気に

なった。労働条件に対して不満が多い。

東労組青年部は管理者に言えない。国

労青年部のように物が言えない。国労

にその不満を上げて欲しいと訴えてい

る。20才の青年が２名国労に加入した。

国労の先輩の仕事振りを見て判断した。

他労組の青年は、声をかけてもらう

だけでうれしいと感じている。職場で

のあいさつは重要だ。加入のきっかけ

は人間関係、仲のいいところ、仕事が

できること。

東京の新橋支部・運転職場で6月30

日付、7月1日付で運転士（28才）・

（26才）2人が国労に加入しました。
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